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 Global Agenda－Academic Course Outline 

 集団指導コースの概要 

 1. 大学受験 - AO/推薦入試及び大学院入試対策コース 

 年6回開講予定。原則として学期中は毎週1回日曜日（7.25時間）、春季、夏季、冬 

 季休暇期間中は集中コースとして実施、合計10回の出席でトータルの受講時間は計 

 73時間。1日もしくは数日だけ、あるいは英語のコースを除いて受講することも可。 

 日本の大学及び大学院を書類審査、小論文試験、面接試験といった科目を中心とし 

 た入学試験形式（AO又は推薦入試、社会人入試等）で受験する人を対象に、合格に 

 向けて以下のサポート及び指導を実施します。 

 コンサルティング及び応募書類の作成補助 

 志望校選択のためのコンサルティング及び応募書類に含まれる提出書類（経歴書及 

 び志望理由書並びに自己推薦状などを中心とした小論文）の作成の補助をします。 

 この形式の入学試験では、志望理由書や自己推薦状の提出書類が、高校（大学）の 

 成績や関係者からの推薦状を除き、書類審査の中で最も重要な書類となります。学 

 校によっては書類審査を通過しないと面接や筆記試験にまで進めないケースがあり 

 ます。プロ講師の徹底したコンサルティングと添削を受けると、受験者のこれまで 

 のライフヒストリーに沿った、高いクオリティーの応募書類が準備できます。 

 面接試験対策 

 準備した応募書類に基づいて、徹底した面接の準備をします。個人面接はもちろ 

 ん、志望学部の専攻のテーマに沿ったグループ面接の対策も指導します。 

 クラスでの討論 

 事前に配布したテーマ別のリーディングリスト上の書籍、論文、新聞及び雑誌記事 

 を前日までに読んでメモを取った上で授業に出席してください。授業はテーマに 

 沿った複数の異なる見解を議論した上で、自分なりの意見をまとめる土台になりま 

 す。取り上げられるテーマは現在ニュース等で取り上げられている公共性の高い話 

 題ばかりですので、ご家族の方も食卓等で話題にするなど、受講者を積極的にサ 

 ポートしてくださるようにお願いします。事前に十分に準備していないと、授業に 

 主体的に参加できず、期待したような学習の成果があがりません。 

 欧米の教育機関では、通常この形態で授業が進められます。知識のインプットより 

 も多面的な分析に基づいた個人の見解をプレゼンテーションやレポートとして発表 

 し、様々な異なる意見を集約していくことを学習します。このようなアウトプット 

 を中心に据えることで、集中力、論理的思考力、コミュミュケーション能力、発信 

 力を高めます。これらの能力は、これからのグローバル社会において、最も求めら 

 れる能力です。 
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 小論文の演習及び発表 

 論文の構造やレトリックを理解した上で、自分の意見を45分から60分で800字の原稿 

 にまとめる演習をします。その後クラス内でその原案を3－5分以内で発表し、他の 

 受講者からの質問を受けます。質問を受けて、論理の流れに不備がある、根拠が十 

 分でない場合等は修正を入れて当日中に課題論文を提出します。 

 小論文の添削 

 提出された小論文は、添削をしたうえで次回の授業時にアドバイスをします。授業 

 にＰＣのノートブックが持参できる人、また自宅のＰＣで課題を入力して提出でき 

 る人は是非、実行して下さい。紙の上だと添削を入れることの出来る範囲はマイ 

 ナーな修正に限定されてしまいますが、ワープロ文書上での添削だと論文全体の構 

 造等に関する大幅な修正が可能です。 

 TOEIC/IELTSの指導 

 国際人としての知識の集積と発信のために欠かせないツールとなっている英語を効 

 果的に学習するために、このクラスでは主にTOEICを中心に英語の指導を行う予定で 

 す。ただ、クラスのメンバーの構成や希望によっては、よりアカデミックなIELTSの 

 指導に切り替えます。 

 校外学習とその位置づけ 

 ITSでは時事問題や社会問題の概要、それらを解決しようとする政府や様々な組織の 

 取り組みについて、学外での体験学習を通じて理解を深めて頂きたいと思っていま 

 す。主要なテーマは環境、福祉政策、国際協力、地域政策などで、ITSでは、受講者 

 のために、これら政策の重要課題への取り組みを紹介したり、実践したりしている 

 施設を見学し、関係者から話を聴く機会を設ける予定です。その日は懇親会などの 

 後に、当日のテーマに関して議論をし、その日の学習内容を小論文にまとめてもら 

 う演習をします。これらの体験によって受講者が今まで気づいていなかった社会問 

 題への興味が増し、学習効果が高まることを期待しています。 

 欠席の取り扱いについて 

 万が一、病気や所用で授業を欠席する場合はなるべく早くご連絡ください。欠席の 

 場合、次回のコースの開講時に欠席したクラスを振り替え受講して頂きます。どう 

 しても、次回のコースに出席できない場合は、小論文の添削と1時間の指導に振り替 

 えます。 

 2.　帰国生及び留学予定者向け受験対策コース（英語） 

 年6回開講予定。原則として学期中は毎週1回日曜日（7.25時間）、春季、夏季、冬 

 季休暇期間中は集中コースとして実施、合計10回の出席でトータルの受講時間は計 

 73時間。1日もしくは数日だけ、受講することも可。 
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 日本の高校、大学及び大学院を英語での書類審査、小論文試験、面接試験といった 

 科目を中心とした入学試験形式（AO又は推薦入試）で受験する人、または日本の中 

 学の国際（IB）コース、海外の教育機関に編入学や留学を希望している学生を対象 

 に、合格に向けてのサポート及び指導を実施します。指導内容の詳細は上記の  １． 

 大学受験 - AO/推薦入試及び大学院入試対策コース  とほほ同じですが、リーディン 

 グリストに挙げられる文献と提出されるべき小論文は全て英語です。また、クラス 

 でのディスカッションも原則英語をルールとして、日本語は補助的に使う予定で 

 す。ただし、クラスの出席者の英語の習熟度によってこの度合いを調整します。ま 

 た、英語のクラスはIELTSもしくはTOEFLの指導を行います。日本人にとって比較的 

 短い時間でスコアを伸ばしやすいIELTSを優先して指導します。 

 3.　帰国生向け中学受験対策コース（英語） 

 年6回開講予定。原則として学期中は毎週1回日曜日（7.25時間）、春季、夏季、冬 

 季休暇期間中は集中コースとして実施、合計10回の出席でトータルの受講時間は計 

 73時間。1日もしくは数日だけ、受講することも可。 

 日本の中学を帰国生として英語での書類審査、小論文試験、面接試験といった科目 

 を中心とした入学試験形式で受験する小学生を対象に、合格に向けてのサポート及 

 び指導を実施します。指導内容の詳細は上記の  １．大学受験 - AO/推薦入試及び大 

 学院入試対策コース  に準ずる形になりますが、もちろん内容はより易しい課題が中 

 心です。リーディングリストに挙げられる文献と提出しなければならない小論文は 

 全て英語です。また、クラスでのディスカッションも原則英語をルールとして、日 

 本語は補助的に使う予定です。ただし、クラスの出席者の英語の習熟度によってこ 

 の度合いを調整します。また、英語のクラスはTOEFL Junior もしくはIELTSの指導 

 を行います。TOEFL Juniorは英検の準2級から2級くらいの内容です。ただし、受講 

 生の英語レベルがかなり高い場合はIELTSの指導を検討します。 

 4．TOEIC対策集団指導コース 

 毎月開講。週1回。2時間×10回、計20時間 

 大学生、社会人に人気のTOEICを20時間の集団指導で100点から250点までの点数アッ 

 プを狙います。講師はこれまでに出席者のスコアを数週間で大幅に引き上げた実績 

 のあるプロ講師だけです。TOEICは大学受験の資格認定に採用されるケースも増加し 

 ており、入試までの短い時間で応募資格認定を受けたい人に向いています。また就 

 職活動にも大変有利です。 

 個人指導コースの概要 

 5.推薦・AO入試他応募書類作成補助及び面接対策コース 

 2時間の個人指導を計４回実施し、トータルの受講時間は計8時間。中学、高校、大 

 学及び大学院入試の応募書類作成補助、面接試験対策を実施します。英語、日本語 

 の2種類の言語のサポートがあります。 
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 コンサルティング及び応募書類の作成補助 

 志望校選択のためのコンサルティング及び応募書類に含まれる提出書類（経歴書及 

 び志望理由書並びに自己推薦状などを中心とした小論文）の作成の補助をします。 

 この形式の入学試験では、志望理由書や自己推薦状の提出書類が、高校（大学）の 

 成績や関係者からの推薦状を除き、書類審査の中で最も重要な書類となります。学 

 校によっては書類審査を通過しないと面接や筆記試験にまで進めないケースがあり 

 ます。プロ講師の徹底したコンサルティングと添削を受けると、受験者のこれまで 

 のライフヒストリーに沿った、高いクオリティーの応募書類が準備できます。 

 面接試験対策 

 準備した応募書類に基づいて、徹底した面接の準備をします。個人面接はもちろ 

 ん、志望学部の専攻のテーマに沿ったグループ面接の対策も指導します。 

 6.小論文対策コース （英語又は日本語） 

 2時間の個人指導を計10回実施し、トータルの受講時間は計20時間。添削10本。 

 中学、高校、大学及び大学院入試の小論文試験対策を実施します。時間の都合で集 

 団コースに参加できない人が対象です。指導内容は集団コースに準じた形となり、 

 10回分の小論文の添削と指導が中心となります。英語、日本語の2種類の言語のサ 

 ポートがあります。 

 7.学術論文対策コース （英語又は日本語） 

 2時間の個人指導を計５～10回実施し、トータルの受講時間は計10時間から20時間。 

 大学の卒業論文、修士論文・博士論文及び学術論文の執筆及び学会発表の補助をし 

 ます。執筆に必要な文献の検索、研究計画書、論文のアウトラインの作成の補助、 

 最終原稿のチェックなどのサービスを提供します。英語、日本語の2種類の言語のサ 

 ポートがあります。特に海外の文献の検索、英語の論文の作成、国際学会の発表等 

 に不慣れな人に最適なサポートを提供します。 

 8．TOEIC対策個人指導コース 

 2時間の個人指導を計10回実施し、トータルの受講時間は計20時間 

 大学生、社会人に人気のTOEICを20時間の個人指導で100点から250点までの点数アッ 

 プを狙います。講師はこれまでに出席者のスコアを数週間で大幅に引き上げた実績 

 のあるプロ講師だけです。TOEICは大学受験の資格認定に採用されるケースも増加し 

 ており、入試までの短い時間で応募資格認定を受けたい人に向いています。また就 

 職活動にも大変有利です。 

 9．IELTS/TOEFL及び英検対策個人指導コース 

 2時間の個人指導を計10回実施し、トータルの受講時間は計20時間 
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 海外及び日本の大学入学のための資格審査に利用されるIELTS/TOEFL及び英検の20時 

 間の個人指導です。10－20％の点数アップを狙います。日本ではTOEFLほど普及して 

 いませんが、英国のBritish Councilが開発したIELTSは英国・豪州・カナダ・日 

 本・アメリカの大学入学のための英語資格認定試験として採用されています。IELTS 

 はTOEFLほど多くのアカデミックな語彙の蓄積を必要とせず、比較的短い時間でスコ 

 アを上げることが出来ます。受験資格認定にTOEFLあるいは英検のスコアが必要な受 

 講者を除いてはIELTSの受験を推奨しますが、TOEFL・英検の受講希望者には指導を 

 実施します。講師はこれまでに出席者のスコアを数週間で大幅に引き上げた実績の 

 あるプロ講師だけです。安心してお任せください。 
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 指導者プロフィール 

 柴田　邦子（しばた　くにこ） 	Dr.	Kuniko	Shibata	

 The London School of Economics and Political Science (LSE  ) 博士課程卒業,  PhD in Regional 
 Planning  . 日本の大学を卒業後、営業職から米国への語学留学、大手外資系企業の役 

 員秘書職を経て,英国の大学院で公共政策の博士号を首席（  Distinction  ）で取得。米国 

 のロータリー財団と南オーストラリア州政府からフェローシップを得て、カナダの 

 The University of British Columbia 、豪州のThe University of Adelaideの都市政策研究科に客員 
 研究員として留学。  主に国際学術雑誌及び欧米の出版社から研究成果を発表し、国際 

 学会での受賞等、高い評価を得ている。過去20年間、日本及び海外で政府、シンク 

 タンク、大学等の依頼を受け、リサーチャーとして政策調査に従事。現在は大手企 

 業社員に対しTOEICの集団及び個人指導を実施。全受講者のスコアを短期間に大幅に 

 上昇（130点～230点）させており、顧客からの信頼も厚い。また、学生にはTOEFL、 

 IELTS、英検の他に、海外で通用する高度な英語教育（エッセイ、ディベート）を指 

 導。あわせて、進学・留学に必要な願書･書類の書き方、国際時事問題を中心とした 

 講義、小論文（英語･日本語）の添削や英語の面接指導等、きめ細かなアドバイスを 

 提供してきた。また、大学教員及び大学院生には海外の文献調査等の手法、英文の 

 研究計画書及び学術論文の書き方や添削などの個人指導を行っている。 

 今本　秀爾（いまもと　しゅうじ） 

 大阪外国語大学（現・大阪大学）外国語学部ドイツ語学科卒、東京大学大学院国際 

 文化研究科（相関社会科学専攻）研究生課程修了。その後、活動の舞台をアメリカ 

 およびドイツ・オーストリアに移し、国際学会での研究活動等を経て帰国。首都圏 

 および関西圏の各大学で教鞭を執る傍ら、社会哲学、法哲学、公共哲学などの専門 

 分野で著作、論文、翻訳、研究発表等の業績を重ねる。　2004年より持続可能な社 

 会のための環境・開発政策シンクタンク「エコロ・ジャパン（Ecolo Japan)」を創 

 設、７年間にわたり各界の専門家を交えてのセミナーやワークショップ、海外スタ 

 ディ・ツアーや翻訳書・記事出版等を企画運営し、若手研究員の育成にあたる。 

 2011年４月より国際政策シンクタンク「エコシア・インターナショナル（ECOXIA 

 International)」を内外の研究者、専門調査員とともに設立。現在、同政策調査部 

 門「エコシア総合研究所（ECOXIA Institute)」の所長を務める。 

 亀井　圭子（かめい　けいこ） 

 　龍谷大学文学部英文学専攻卒業。神戸松蔭女子学院大学大学院 文学研究科 英語 

 学専攻 修士課程修了、同大学 博士課程中退。大学卒業後、大手医療機器メーカー 

 にて貿易事務をしながら、本部長秘書、海外向け社内報を担当。育児休業の後、英 

 語講師の仕事を始める。大手英会話教室で幼児からシニアまでのクラス企画、マ 

 ネージメントを担当。現在は関西外国語大学非常勤講師、帝塚山学院大学非常勤講 

 師、阪南大学非常勤講師として英語及び就職試験SPIを指導。またパナソニック、京 
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 セラ、富士通などの大手電器メーカーから製薬企業まで多数の有力企業のTOEIC指導 

 を担当してきた。実用英語検定面接委員でもある  。  。 
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